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Abstract
The crystal of various forms of alkaline earth metal(barium, strontium and calciuHl)
suintes郡ァ re synthesized in metasilicate gel  ln this study,M/e investigate the relation betttreen
of the crystal shapes(form and size)and the gel conditions  The crystals邪ァere synthesize  in
the pII range of 4 0 to 10 0,at the temperature of 5 to 40°C  The concentration of sodiunl sulite
and alkaline earth metal chloride M/ere 10 mol dm~3, reSpectively  As a result,barium sullite
M/as obtained as four kinds of crystal shapes, t、vo needle forms and tMァo r diate forms  The
crystal shapes of each sulate were changed by the ionic product of[ふ′112+][s092-](ふ′I: Ba,Sr,
Ca)in the gel_  In mOst cases,the spherulite changed gradually into radiate fornl、vit  increase
of the ionic product of[M2+][s032-]
′【9ypοrtrs i crystal gro、vth, el―gro、vth method,alkaline earth metal sullite,crystal form
control,synthesis conditions
1.はじ め に
無機化合物の結晶形態を制御しながらの合成
と形態の制御条件の解明を行うための手法とし
て,我々 は,ゲル内結晶成長法 (ゲル法)に注
目してきた。ゲル法はゲル内に反応物を拡散さ
せることによって結晶を徐々に大きく成長させ
る方法で,ゲル作成時に反応条件を容易に変え
ることができ,結晶形態の制御や結晶成長状態
のその場観察に適した合成方法である1～0。さら
に,結晶の生成場であるゲルを容易に切り出し
て生成条件を分析することができるため,生成
条件の解明にも適している。
これまで,亜硫酸カルシウム半水和物6～o,亜
硫酸ストロンチウム働および各種リン酸カルシ
ウム塩10の各種形態結晶をゲル法を用いて合
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成し,ゲル内のイオン積によって結晶形態が変
化することを解明してきた。
本幸昆では,バリウム,ストロンチウム,カル
シウムの亜硫酸塩結晶をメタケイ酸ゲル内で成
長させ,合成した結晶の形状(形態,サイズ)と
ゲル内のイオン積などの合成条件との相関を明
かにした。
2。 実  験
各アルカリ土類金属亜硫酸塩の結晶成長は,
通常の片拡散ゲル法によって行った。図1に結
晶成長の方法を示す。亜硫酸ナトリウムを溶解
し,酢酸によってpHを調整したメタケイ酸ゲ
ルを試験管中に作成し,ゲル上部から各アルカ
リ土類 金 属塩 化物 (Cac12,SrC12および
BaC12)の水溶液をゲル内に拡散させ,ゲル内に
おいて15日間結晶成長を行った。結晶の生成条
件としては,pHを4.0～10.0の範囲内,亜硫酸
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